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低放射化フェライト鋼 F82H はトリチウムの透過が深刻である一方、表面の酸化処理によって透過を低

減できる可能性がある。本研究では、熱処理によって F82H 表面に生成させた酸化クロム層の重水素透過

挙動および原型炉模擬環境における安定性を調べた。 

 

キーワード：トリチウム，透過，F82H，酸化 

 

1. 緒言 

核融合原型炉の設計において、炉内のトリチウム移行挙動を正確に予測することはきわめて重要である。

構造材料として使用が検討されている低放射化フェライト鋼は、トリチウムの透過が深刻である一方、表

面の酸化処理によって透過の低減が報告されている[1]。そこで本研究では、表面酸化物層中の詳細な水素

同位体透過挙動や使用環境中での変化を明らかにするために、低放射化フェライト鋼 F82H に表面酸化物

層を生成させた後、重水素透過挙動および原型炉模擬環境における安定性を調べた。 

2. 実験 

F82H 平板に緻密な酸化クロム層を生成させるために、水素とアルゴンの混合ガス流下で 710 °C、10 分

の熱処理を行った。膜厚約 100 nm の酸化クロム層を確認した後、原型炉実機模擬環境として、1%水素混

合ヘリウム流下で 300～500 °C、100～200 時間の熱処理を実施した。熱処理後の試料分析として、走査型

電子顕微鏡（SEM）観察および X 線光電子分光法による微細構造解析、また重水素透過試験を実施した。 

3. 結果と考察 

図に、酸化クロム層を生成させた F82H試料の 500 °C、100 時間実

機模擬環境での熱処理試験後の断面 SEM 像を示す。膜厚 5 μm 程度

の鉄を主体とする 2 つの酸化物層の生成が確認され、元素分析によ

り表面側が酸化鉄、基板近くに鉄とクロムの複合酸化物が生成され

ていることが明らかになった。熱処理で生成させた酸化クロム層は

鉄の拡散により複合酸化物となり、さらにその上部に組織の粗い酸

化鉄が成長したと考えられる。発表では、他の温度での熱処理試験

結果および熱処理後の重水素透過試験の結果から、酸化物層が重水

素透過に与える影響を考察する。 
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図 酸化クロム層生成 F82H 試料の

実機模擬環境下熱処理試験後の

断面 SEM像（500 °C、100時間） 
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